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手
柄
山
に
偉
観
加
え
る

級協
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毎月 1回、全戸配布です

昭和25年 9月 7臼第三種郵便物認可

昭和 37年 8片 28 日発fj'

特時臨

9月 1日

盛
犬
に
竣
工
式

(1) 広 報ひめじ

f町 民

室
内
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

パ
ト
ミ
ン
ト
γ

卓
球

移
動
式
鉄
棒

吊
環

平
行
棒

平
均
台

鞍
馬

跳
馬

体
操
徒
手
マ
ッ
ト

柔
道
、
剣
道

ポ
ク

ν
ン
グ
、
レ
ス
リ
ノ
シ
グ

等
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
各
種
設
備
、
器
具

な
ど
を
完
備
し
、
ま
た
諸
施
設
も
充

実
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
市
民
各
階
層

は
じ
め
、
児
童
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん

大
い
に
ご
利
用
さ
れ
る
と
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

八一
組組組組組ムムロロ

(
開
毎
冨
飢
)



(2) 

多
彩
な
芸
能
祭
典

九
月
一
日
か
ら
九
固
ま
で

f

叫

平

尾

自

国

豆半
、
フ
オ

l
コ
イ
ン
ズ
、

同
F

、
昼

、

叫

ス

マ

イ

リ

l
小
原
と
そ
の
楽
団
)

'

.

寸

川

〔

N
H
K
公
開
録
音
、
放
送
は
午

-r』
川

後

十

一

時

十

分

t
十
一
時
四
十
分
〕

昌=ロ
蜘

九

月

三
日

畠

山

開

"

マ

カ

ン

ロ

・

カ

ム

カ

ム

・

ν
ョ
ワ
H

ttJ
加

午

後

六

時

ゆ
個
E

…

(

松

島

ア

キ

ラ

ほ

か

)

叩
ぺ

.
1
…

〔

西

日

本

テ

レ

ビ

公

開

録

画

〕

4
申

唱

川

マ

演

奏

H
午
後
七
時

イ

l
ベ

(

自

衛

隊

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

)

a
B回
叫

〔
中
部
方
面
隊
音
楽
隊
〕

4

・a
ハ

川

九

月

四

日

品
士
叩
九
月
一
日

マ
邦
楽
日
本
舞
踊
H
午
後
一
時

j
i
.仙
マ

記

念

式

典

(

千

鳥

の

曲

ほ

か

)

-
園
子
山

H
午
前
十
時
半
〔
姫
路
文
化
協
会
〕

E
E，
仙
〔
十
時
か
ら
山
陽
九
月
五
日

テ
レ
ビ
実
況
中
継
〕
マ
仲
よ
し
音
楽
会
H
正
午

マ

祝

賀

舞

踊

日

正

午

(

幼

、

小

、

中

、

県

答

)

〈
三
番
そ
う
、
ほ
か
)
〔
姫
路
文
化
九
月
六
日

協

会

〕

マ

浪

曲

歌

合

戦

日

午

後

一
時

九
月
二
日

〔
朝
日
放
送
公
開
録
音
〕

マ
お
笑
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
H
午
後
零
時
マ
歌
と
踊
り
H
午
後
二
時

三

十

分

(

か

き

の

き

ド

リ

ー

ム

ν
ョ
ワ
)

(
漫
才
、
歌
謡
V
ョ
ク
、
モ
ダ
シ
〔
放
送
劇
団
か
き
の
き
〕

浪
曲
、
浪
曲

ν
ヨ

ク

)

マ

女

歌

舞

伎

H
午
後
三
時

〔
ラ
ジ
オ
関
西
公
開
録
音
〕
一
(
忠
臣
蔵
七
段
目
、
ほ
か
)

マ
夜
の

3
ズ
ム
H
午

後

六

時

一

〔

姫

路

青

柳

会

〕

(
ベ
ギ

l
葉
山
、
西
国
佐
知
子
、
一
九
月
七
日

.. ，，ョ，
b
v
，、，‘
.. ，，、，
.. ，h
z
，
 
.. ，‘，‘，
a
E
L
'
3
f
a
a
v
、，、，、‘
aE
曹、，p
z
a
，‘‘，
2
e
a
'
1
，、，・
s'a
，、ae--
，、，、，、
.av
、，、，
1
a
'
a
，‘，.

心
配
ご
と
や
、
悩
み
ご
と
は
、
大

e

九一、

な
り
小
な
り
、
ど
と
の
家
庭
に
も
あ

.
‘

り
が
ち
の
も
の
で
す
。

私
日
綜
け

心
配
ご
と
を
家
族
の
だ
れ
か
が
、

も
っ
て
い
る
と
家
庭
内
は
暗
く
な
り

-

が
ち
で
す
。
ど
う
す
れ

，

d

-
!

一一
ば
よ
い
か
と
悩
ん
で
い

ま

一
ら
れ
る
人
ゃ
、
相
談
栴
P

院

り
守
一
手
の
な
い
人
は
、
『
姫

む
山
ふ
れ

あ

吋

路

市

心

配

ご

と

相

談

議

監

が

絡

所

』
を
ご
利
用
下
さ
い

糊

骨

折
材
相
談
所
で
は
無
料
で
栢

貯

街
灯
劉
談
員
長
生
委
員
、
調

vw

詰

内

停

委

員

、保
護
司
)
が
相

閣
¥

如川
H

談
談
相
手
と
な
っ
て
、
衆

j

な
相
智
を
あ
つ
め
て
解
決
の

ん

一

「

い

と

ぐ

ち

」
を
見
つ

下
』
=
け
、
ま
た
問
題
に
よ
っ

て
は
、
さ
ら
に
専
門
の

機
関
に
紹
介
し
ま
す
。
毎
週
月
曜
日

の
午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

で
、
姫
路
域
内
の
旧
図
書
館
の
一
部

で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

(
福
祉
協
議
会
)

姫
路
市
で
は
、
市

立
厚
生
会
館
の
唆
工

式
な
ら
び
に
記
念
行

事
を
九
月
一
日
か
ら

同
会
館
で
つ
ぎ
の
日

程
に
よ
り
盛
大
に
行

な
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
催
し
は
、
宝
塚
歌

劇
団
公
演
を
除
き
、

す
べ
て
無
料
で
一
般

に
公
開
し
ま
す
。

(
一
部
整
理
券
を

発
行
)

第 三君主郵便物 認可

昭和 37年 8月28日発行
広報ひめじ

類

塚

本

吉

次

郎

査

安

積

勇

夫

監
七
月
十
日
開
会
の
臨
時
市
議
会
に

お
い
て
、
議
員
の
中
か
ら
選
任
す
る

監
査
委
員
と
し
て
、
塚
本
吉
次
郎
、

安
積
勇
夫
、
両
氏
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。
(
市
会
事
務
局
)

氏氏

-、-，-ー

マ
演
劇
H
午
後
一
時
三
十
分

(
お
ん
に
よ
ろ
盛
衰
記
、
夕
鶴
)

ハ
劇
団
と
ん
と
ん
〕

九
月
八
日

マ
宝
塚
歌
劇
花
組
公
演
H
午
後
五
時

(
レ
・
ガ
l
ル
ス
、
お
み
ね
太
鼓
)

〔
有
料
(
前
売
券
発
売
)
〕

九
月
九
日

マ
宝
塚
歌
劇
花
組
H
午
前
十

一
時

(
レ
・
ガ
l
ル
ス
、
お
み
ね
太
鼓
)

マ
宝
塚
歌
劇
花
組
公
演
H
午
後
四
時

(
レ
・
ガ
ー
ル
ス
、
お
み
ね
太
鼓
)

〔
有
料
、
(
前
売
券
発
売
)
〕

な
お
、
九
月
十
二
日
に
は
姫
路
老

人
会
の
慰
安
会
と
し
て
約
五
千
名
を

対
象
に
午
前
九
時
か
ら
、
坂
東
大
蔵

教
室
の
日
本
舞
踊
、
高
橋
修
摂
氏
の

扇
舞
会
、
青
柳
会
の
女
歌
舞
伎
が
催

さ
れ
、
東
京
か
ら
賀
陽
恒
憲
民
(
慰

霊
協
会
総
裁
)
が
来
姫
、
老
人
会
を

激
励
の
う
え
当
日
の
催
し
を
観
覧
さ

れ
る
予
定
で
す
。

(
体
育
課
)

住
み
よ
い
姫
路
に

優
良
乳
幼
児
と
朱
熟
児

愛
育
の
母
の
表
彰

姫
路
市
中
央
、
西
の
両
保
健
所
で

は
市
内
に
居
住
す
る
人
で
『
優
良
乳

幼
児
と
未
熟
児
愛
育
の
母
』
の
表
彰

を
つ
ぎ
の
要
領
に
よ
り
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

(優
良
乳
幼
児
の
部
)

対
象
者
昭
和
三
十
七
年
十
月

一
日

現
在
で
生
後
六
か
月
以
上
満
二
歳
未

満
の
乳
幼
児
と
、
満
三
歳
の
幼
児

診
査
日
時
、
場
所
中
央
保
縫
所
管
内

の
人
は
九
月
中
毎
週
月
曜
日
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
中
央
保
健
所
で
西

3、
d、 明

る
い
家
庭
讃
境
を

姫
路
市
で
は
「
明
る
い
宗
庭
環
境
一
父
親
が
、
こ
ど
も
か
ら
敬
遠
さ
れ

を
作
る
運
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、
一
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、

一
日
に
最
低

八
月
七
日
男
山
市
民
寮
で
「
町
を
明
一
二
十
分
づ
っ
父
親
が
、
こ
ど
も
の
話

る
く
住
み
よ
く
す
る
運
動
」
の
第

一

一
ゃ
、
い
い
分
を
聞
い
て
や
る
時
閣
を

部
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
実
施

一
持
つ
。

計
画
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
決
り
ま

一
夫
婦
の
話
し
合
い

し
た
。

一

委
の
社
会
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動

一
き
た
の
で
、
妻
は
婦
人
会
や
育
友
会

「
花
い
っ
ぱ
い
の
運
動
」
を
さ
ら
に

一
な
ど
各
種
会
合
の
模
様
を
夫
に
話

強
力
に
す
す
め
る
。

一
し
、
家
庭
と
社
会
の
結
び
つ
き
を
深

各
町
内
の
空
地
が
各
所
に
あ
る
が
一
め
る
。

土
の
質
が
悪
く
て
、
せ
っ
か
く
植
え

一
家
庭
に
お
け
る
家
族
話
し
合
い
運
動

た
草
花
が
育
た
な
い
の
で
、
ダ
ノ
式

一

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ポ

塵
芥
処
理
場
の
土
肥
料
を
融
通
し
、

一
ス
タ
ー
を
全
市
各
世
帯
に
配
り
、
目

各
家
庭
や
、
各
町
内
空
地
に
、
「
花

一
に
つ
き
ゃ
す
い
部
屋
に
は
る
。
ま
た

い
っ
ぱ
い
の
運
動
」
を
進
め
る
。
一
中
学
校
生
徒
に
「
家
庭
内
で
の
諾
し

国
旗
揚
揚

一
合
い
」
と
い
う
テ

1
7
で
作
文
を
募

祝
祭
日
に
国
旗
掲
湯
推
奨
す
る
。

ん
集
し
本
運
動
を
強
く
す
す
め
る
、

こ
れ
は
市
婦
人
会
が
推
進
母
体
と

一
母
親
コ
ー
ラ
ス
運
動

な
っ
て
運
動
す
る
。
ま
た
、
婦
人
会

一

こ
の
逮
動
の
一
潔
と
し
て
、
市
主

が
市
価
よ
り
安
く
国
旗
と
付
属
品
を

一
催
で
文
化
祭
を
計
画
、
そ
の
番
組
の

あ
っ
せ
ん
す
る
。

一
一
つ
に
母
親
コ
ー
ラ
ス
も
入
れ
る
。

父
と
子
の
話
し
合
い

一

(
市
民
課
)

保
健
所
管
内
の
人
は
、
九
月
中
毎
週

水
曜
日
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
西

保
健
所
で
行
な
い
ま
す

(
未
熟
児
の
部
)

対
象
者
昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
六
年
九
月
三
十
日
ま

で
に
生
れ
た
未
熟
児

診
査
日
時
優
良
乳
幼
児
検
診
と
同

時
に
行
な
い
ま
す

参
加
ご
希
望
の
人
は
、
管
内
保
健

所
へ
九
月
二
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
保
健
所
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。(

保
連
句
)



国
民
年
金
受
給
者
一
号

t
三
号

小

川

博

子

さ

ん

(

三

十

九

才

)

昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
国
民
年
間
姫
路
市
豊
富
町
豊
富

金
制
度
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
、
保
萩
原
み
つ
ゑ
さ
ん
(
四
十
六
才
)

険
料
の
納
付
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
一
遺
児
年
金

年
に
な
り
ま
す
。
普
通
の
場
合
は
六
山
姫
路
市
西
魚
町
五
二

十
五
才
か
ら
給
付
が
始
ま
る
の
で
す
出
口
一
恵
さ
ん
(
十
二
才
)

が
、
特
別
の
給
付
は
す
で
に
実
施
さ
出
口
幸
治
さ
ん
(
十
才
)

れ
て
お
り
ま
す
。
特
別
の
場
合
と
は
||
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除

本
年
五
月
以
降
に
傷
病
に
よ
り
廃
疾
に
な
る
人
は
|
|

状
態
(
一
級
、
二
級
)
に
な
っ
た
場
合
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
七
、

ま
た
は
、
父
夫
等
が
死
亡
さ
れ
た
場
十
、
て
四
月
の
四
回
を
納
期
ご
と

合
で
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
引
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

き
続
き
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
が
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
免
除
さ

に
は
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
一
れ
ま
す
。

子
年
金
、
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
一
山
法
定
免
除

すっ

'

一

生
活
扶
助
、
ま
た
は
法
的
な
援
助

姫
路
市
で
は
こ
の
よ
う
な
人
の
属

一
を
受
け
て
い
る
人

け
出
が
あ
り
、
受
給
申
請
中
の
も
の
一
間
申
請
免
除

が
三
件
あ
り
ま
す
。

一

生
活
状
態
か
ら
保
険
料
が
納
め
に

母
子
年
金

一
く
い
人
で
免
除
申
請
し
て
こ
れ
に
該

山
姫
路
市
若
菜
町
二
丁
目
一
九
一
当
す
る
人
以
上
の
い
ず
れ
か
に
該
当

姫
路
市
で
は
姫
路
駅
南
部
の
三
左
衛
一
飾
磨
区
上
野
田
(
字
横
枕
、
宮
元
の
一
と
の
結
果
こ
の
プ
ロ
ッ
ク
内
の
土
地

門
掘
を
改
修
整
備
し
て
、
他
市
に
類
一
全
部
お
よ
び
才
ノ
木
の

一
部
)
台
帳
地
積
と
実
測
地
積
と
を
比
較
し

の

な

い

立

派

な

水

上

公

闘

を

造

り

、

一

権

利

の

申

告

て

実

測

地

積

が

多

い

と

き

は

、

土

地

こ
れ
に
調
和
す
る
住
宅
街
を
建
設
す
一

事
業
の
施
行
区
域
内
の
土
地
に
つ
台
帳
地
穏
に
あ
ん
分
し
て
換
地
交
付

る
た
め
に
、
そ
の
周
辺
約
十
五
万
坪
一
い
て
、
所
有
権
以
外
の
権
利
(
借
地
の
対
象
地
積
と
し
ま
す
。
た
だ
し
四

を
城
陽
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
一
権
お
よ
び
借
地
権
以
外
の
権
利
)
を
月
十
五
日
以
前
に
土
地
台
帳
地
積
を

h
'
D
叫
本
年
度
か
ら
五
か
年
計
一
も
っ
て
い
る
人
は
、
市
役
所
建
設
局
-
訂
正
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
あ
ん
分

-
Uウ
凶
で
実
施
し
て
お
り
ま
一
運
河
公
園
建
設
工
事
事
務
所
に
備
え
い
た
し
ま
せ
ん
。

川

JJJI
叩
す
。
こ
の
事
業
の
施
行
一
付
け
の
権
利
申
告
用
紙
で
申
告
、

始
ご
伴
い
、
施
行
区
域
内
一
く
だ
さ
い
。
土
地
所
有
権
者
に

』
国
主
叩
の
土
地
の
所
有
権
以
外
一
つ
い
て
は
、
土
地
登
記
簿
に
よ

…
訂
川
の
権
利
の
あ
る
人
は
申
一
り
調
査
し
て
い
ま
す
。

山
屋
川

告
し
て
く
だ
さ
い
。
一

受
付
月
日

一

両

に

施

行

区

成

一

受

付

は

、

昭

和

三

十

七

年

八

士
J
S
~

北
条
(
字
パ
ン
上
回
、
一
月
四
日
か
ら
始
め
て
い
ま
し
た

什
叫
伽
辻
カ
ハ
ナ
、
ヵ
ヮ

ν
ャ
一
が
選
挙
人
名
簿
作
成
の
た
め
、

長
内
恥
ク
の
全
部
お
よ
び
石
井
一
九
月
二
十
八
日
ま
で
は
、
受
付

一
土
…
の
一
一
、
石
井
、
三
左
衛
一
を
停
止
し
ま
す
。

.
日
野
…
門
堀
一
ア
切
西
、
東
、
一
従
前
の
土
地
の
地
積
確
定

…
時
一
一
一
一
左
衛
門
堀
ノ
切
の
こ
こ
の
事
業
の
施
行
に
伴
い
換

F
t労
叫
部
)
庄
田
(
字
横
枕
、
釜
一
地
交
付
の
対
象
と
な
る
従
前
の

土
の
全
部
お
よ
び
宮
ノ
下
の
一
部
)
一
地
積
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月

南
条
(
字
神
ノ
前
、

上
高
田
、
上
佃

一
十
五
日
現
在
の
土
地
台
帳
地
積

中
佃
、
下
佃
、
三
左
衛
門
堀
西
堤
、

一
を
標
準
と
し
ま
す
。

東
堤
、
三
左
衛
門
掘
の
全
部
お
よ
び
一
し
か
し
皆
さ
ん
の
土
地
に
は
、

下
高
田
、
大
町
、
堂
ノ
西
の
一
部
)

一
縄
の
び
等
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

飾
磨
区
袋
尻
(
字
村
西
の
全
郎
お
よ

一
す
の
で
、
区
域
を
数
ブ
ロ
ッ
ク

び
池
ノ
本
、
古
河
筋
の
一
部
)

↑
に
分
け
て
当
所
で
実
測
し
ま
す
。

第三穫郵便物認可
昭和 37年 8月28日発行

が範と
あ囲
りや
ま免
す除

3 " 広 報ひめじ

す
る
人
は
す
ぐ
に
免
除
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
仰
の
場
合
は
毎
年
四
月
に
更

新
さ
れ
ま
す
の
で
四
月
に
は
免
除
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
完
納
す
る
か
、
免
除
さ

れ
る
人
か
で
な
い
と
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
保
険
料
の
免
除

さ
れ
た
期
間
も
、
保
険
料
納
付
済
み

期
間
と
同
じ
取
り
扱
い
を
受
け
、
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
手
続
き

に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
地
区
の
国
民

年
金
協
力
委
員
に
相
談
の
う
え
、
市

役
所
国
民
年
金
課
、
ま
た
は
各
支
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
(
経
過
的
)

の
届
け
出
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
人
は
、
福
祉
年
金

(
経
過
的
)
を
も
ら
え
る
資
格
が
り
あ

ま
す
か
ら
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

山
老
令
福
祉
年
金

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
前
に
満
七

十
才
に
な
っ
て
い
る
人

凶
母
子
福
祉
年
金

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
前
に
夫
と

死
別
し
、
義
務
教
育
修
了
前
の
こ
ど

も
が
あ
っ
た
人

間
準
母
子
福
祉
年
金

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
前
に
、
父
や

夫
が
死
亡
し
、
義
務
教
育
修
了
前
の

こ
ど
も
を
祖
母
、
ま
た
は
姉
等
が
扶

養
し
て
い
た
人

凶
障
害
福
祉
年
金

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
前
に
傷
病

に
よ
り
、
廃
疾
状
態
が
一
級
の
人

(
満
二
十
才
以
上
)
ま
た
は
二
十
才
未

満
の

一
級
障
害
の
人
は
満
二
十
才
に

な
っ
た
月
か
ら
障
害
福
祉
年
金
が
も

ら
え
る
資
格
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
人
で
、
ま
だ
市
役
所
に
届

け
出
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
本
人
の

収
入
、
ま
た
は
同
一
家
族
の
収
入
額

の
多
少
に
よ
っ
て
実
際
に
は
福
祉
年

金
が
も
ら
え
な
い
か
と
思
い
ま
す
が

こ
れ
ら
の
人
も
今
後
収
入
が
な
く
な

っ
た
場
合
に
支
給
を
う
け
る
た
め
、

昭
和
三
十
九
年
三
月
ま
で
に
市
役
所

に
届
け
出
て
お
か
な
い
と
時
効
(
福

祉
年
金
が
も
ら
え
る
資
格
が
な
く
な

る
こ
と
)
に
な
り
ま
ず
か
ら
福
祉
年

金
が
現
在
も
ら
え
な
い
人
で
も
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

(
国
民
年
金
課
)

審
議
会
委
員
の
選
挙

城
陽
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を

円
滑
、
公
平
に
実
施
す
る
た
め
に
、

土
地
の
権
利
関
係
を
審
議
す
る
審
議

会
の
委
員
を
選
ぶ
選
挙
を
、
十
月
十

九
日
に
行
な
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
事
業
施
行
地
区
内
の

土
地
所
有
権
者
と
借
地
権
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
う
ち
か
ら
各
別
に
代
表
者

を
選
ぶ
選
拳
で
、
八
名
の
委
員
を
選

出
し
ま
す
。

有
権
者
こ
の
選
挙
の
有
権
者
は
、
施

行
地
区
内
の
土
地
所
有
者
と
、
借
地

権
者
で
選
挙
人
名
簿
(
所
有
権
者
、

借
地
権
者
別
に
調
整
す
る
)
に
登
載

さ
れ
て
い
る
人

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
こ
の
選
挙
の
有

権
者
を
確
定
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と

お
り
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
な
い

ま
す

縦
覧
期
間
昭
和
三
十
七
年
九
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
七
年
九
月
十
四
日
ま

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
日
曜
日
も
縦
覧
に
供

し
ま
す

縦
覧
場
所
姫
路
市
役
所
(
建
設
局
運

河
公
園
建
設
工
事
事
務
所
)

異
議
の
申
し
立
て
選
挙
人
名
簿
に
記

載
も
れ
や
、
誤
り
等
が
あ
る
場
合
は

縦
覧
期
間
中
に
異
議
を
申
し
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

へ
達
公
司
法
設
工
事
務
所
)



後
協
扱
防
級
協
勿
勿
滋

mmmm級
協
mm

な
で
援
助
し
ま
し
ょ
う

経
郷
後
勿
勿
後
線
p
d
M
Mは
い
は
わ
べ
及
川

U11

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備

備

え

あ

れ

ば

う

れ

い

な

し

し

、

懐

中

電

灯

、

マ

ッ

チ

、

ロ

l
ソ

い
よ
い
よ
台
風
の

ν
l
ズ

シ

で

す

一

て

く

だ

さ

い

。

ク

な

ど

も

手

近

に

お

き

、

身

仕

度

を

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ひ
ん
ぱ
一

1

一
凶
気
象
通
報
、
台
風
情
報
に
よ
く
注
と
と
の
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

ん
に
発
生
す
る
台
風
が
、
毎
年
の
よ
一

一

'

う

凶

戸

、

窓

な

ど

は

、

風

圧

か

ら

守

る

う
に
、
二
つ
や
三
つ
は
本
土
に
上
陸
一

一
(
台
風
の
進
路
は
、
風
を
背
に
う
け
よ
う
厳
重
に
打
ち
つ
け
ま
し
ょ
う

し
て
、
全
国
各
地
に
大
被
害
を
も
た
一

一
て
左
手
を
な
な
め
左
前
方
に
出
せ
ば
風
速
と
風
圧
と
の
関
係
は

ら
し
ま
す
。
姫
路
市
も
、
遠
い
過
去
一

一
心
は
そ
の
方
向
に
な
り
ま
す
)
十
五
米
毎
秒
日
看
板
な
ど
が
飛
ぶ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
台
風
に
一

一
凶
老
人
や
こ
ど
も
、
病
人
は
安
全
な
二
十
米
毎
秒
H
体
を
三
十
度
く
ら
い

よ
る
惨
事
一
の
発
生
を
数
多
く
み
て
お
一

一
場
所
へ
逃
げ
や
す
い
よ
う
に
、
み
ん
か
た
む
け
な
い
と
立
っ
て
い
ら
れ

り
、
ま
た
姫
路
測
候
所
で
も
、
二
二
一

八
ミ
リ
と
い
う
降
雨
量
を
記
録
し
た
一

;
1
z
o
-
-
;
:
j
j
J
J
.
-け
;
・
叫
ん
幻
幻
汁
吋
バ
ド
パ
ロ

.U即
日
れ
が

例

カ

あ

り

ま

す

。

昨

年

も

集

中

豪

雨

一

ご

こ

ど

も

の

育

相

川

校

で

よ

、

じ

め

ら

れ

一

っ

て

、

個

人

的

に

く

わ

し

く

検

査

を

や
、
第
二
室
戸
台
風
で
局
地
的
な
被
一
二

U

コF

コ

s

く

し

一

し

ま

す

@

害

が

あ

り

ま

し

た

。

広

い

海

岸

線

の

一

一

一

て

方

相

談

室

U

U
ひ

っ

と

み

思

案

で

ぐ

一

市

謀

説

提

訴

銃

一

切

柑

高

潮

や

、

数

多

い

考

朽

た

め

池

の

決

一

ぐ

ず

し

て

い

る

一

坂

元

町

下

車

、

白

鷺

中

学

校

の

運

動

壊
あ
る
い
は
、
背
後
の
中
国
山
脈
の
一
姫
路
市
教
育
相
談
室
は
開
設
さ
れ
一
ム
チ
エ
が
お
く
れ
て
い
る
一
場
の
西
南
す
み
)
姫
路
市
立
教
育
研

降
雨
量
が
、
各
河
川
を
は
ん
ら
ん
さ
一
て
か
ら
七
年
に
な
り
、
年
と
と
も
に
一
ム
ど
も
り
の
た
め
、
い
い
た
い
こ
と
一
究
所
教
育
相
談
室
(
電
可
詰
(
雪
三
八

せ
る
お
そ
れ
が
多
分
に
あ
り
ま
す
の
一
利
用
す
る
人
が
事
え
、
ま
た
相
談
者
一
が
い
え
ず
、
な
や
ん
で
い
る
一

一
番
)
へ
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

で
、
安
易
な
気
持
で
台
風
期
を
迎
え
一
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

一

な
ど
い
ろ
い
ろ
人
に
い
え
ず
悩
ん
一
ん
で
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
相
談
の
甥

る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
。
不
幸
一
き
て
、
あ
な
た
は
、
お
子
さ
ん
の

一
で
お
ら
れ
る
ご
両
親
は
、
い
ま
す
ぐ
一
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
し
て
台
風
が
姫
路
市
を
襲
っ
た
場
一
こ
ん
な
問
題
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ら
一
姫
路
市
立
教
育
研
究
所
の
相
談
室
を

一

相
談
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
秘

合
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
市
民
の
皆
一
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
一
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
ー
密
を
守
り
ま
す
し
、
無
料
で
心
か
ら

さ
ん
は
、
つ
ぎ
の
点
に
十
分
注
意
し
一
会
話
つ
で
も
宿
題
を
せ
ず
、
夜
一
な
お
、
知
能
側
定
、
性
格
側
定
、

一
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
か
ら
き

一

一
っ

と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思

て
、
被
害
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め
は
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
一
な
ど
の
科
学
的
な
諸
テ
ス
ト
設
備
も

一
い
ま
す
。

基
本
選
挙
人
名
簿
が
、
こ
と
し
も
、
調
査
員
の
訪
問
を
受
け
な
か
っ
た
方
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
名
場
合
は
年
令
要
件
は
関
係
あ
り
ま
せ

九
月
十
五
日
現
在
で
資
格
調
査
の
上
は
、
地
区
の
調
査
員
か
、
選
挙
管
理
簿
に
登
録
さ
れ
る
要
件
は
、
つ
ぎ
の
ん
)

調
製
さ
れ
ま
す
。
選

挙

人

名

簿

は

、

委

員

会

ま

た

は

、

市

役

所

の

支

所

、

と

お

り

で

す

。

な

お

、

い

ま

ま

で

の

摂

念

婚

磨

海

出
張
所
に
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
、
登
①
姫
路
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
区
は
、
兵
庫
県
瀬
戸
内
海
海
区
と
改

録
も
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
所
が
あ
る
満
二
十
才
以
上
の
人
め
ら
れ
、
こ
の
漁
業
調
整
委
員
会
委

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
名
簿
に
登
録
②
一
年
に
九
十
日
以
上
、
漁
船
を
使
員
の
選
挙
は
、
八
月
八
日
に
行
な
わ

で
き
る
人
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
用
す
る
漁
業
を
営
む
か
、
ま
た
は
従
れ
ま
し
た
。
(
選
管
事
務
局
)

事
す
る
人
、
お
よ
び
法
人
(
法
人
の

な
い

こ
十
五
米
毎
秒
1
k
屋
根
の
瓦
が
飛
ぶ

三
十
米
毎
秒
H
雨
戸
が
た
わ
ん
で
吹

き
ぬ
か
れ
家
が
倒
れ
る

間
避
難
す
る
と
き
、
ま
た
は
水
防
作

業
な
ど
を
手
伝
う
場
合
は
、
消
防
職

員
や
警
察
官
の
指
示
に
た
し
が
っ
て

行
動
し
ま
し
ょ
う

附
河
川
、
用
水
路
の
洪
水
ゃ
、
土
砂

の
流
出
、
崩
れ
な
ど
の
危
険
な
状
態

の
と
き
は
、
一
刻
も
早
く
消
防
署
や

駐
在
所
に
し
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

(4) 
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(
消
防
局
)

選
挙
権
を
行
使
す
る

基
本
に
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
た
と
え
選

挙
権
は
あ
っ
て
も
、

ま
た
い
く
ら
長
く
姫

路
市
に
住
ん
で
い
て

も
、
名
簿
に
登
録
さ

れ
な
け
れ
ば
投
票
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
ま
た
こ
の
た
び
調

製
さ
れ
る
名
簿
は
、

こ
と
し
の
十
二
月
二

十
日
か
ら
、
来
年
の

十
二
月
十
九
日
ま
で

の
一
年
間
に
行
な
わ

れ
る
‘
県
議
会
議

員
市
長
、
市
議
会
議

二
員
な
ど
、
身
近
か
な

一
選
挙
に
使
わ
れ
る
大

二
切
な
名
簿
で
す
。

-
こ
の
資
格
調
査
は
、

各
町
の
選
挙
資
格
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
家
庭
を
訪
閉
じ
て
行
な
い
ま
す
。

も
し
、
九
司
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
、

①
日
本
国
民

②
十
二
月
二
十
日
現
在
で
満
二
十

才
以
上
の
人
(
昭
和
十
七
年
十
二
月

二
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
人
)

③
九
月
十
五
日
ま
で
に
引
き
続
き

三
か
月
以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

(
六
月
十
五
日
以
前
か
ら
市
内
に
住

所
の
あ
る
人
)

④
犯
罪
な
ど
に
関
連
し
て
資
格
を

欠
く
条
項
に
該
当
し
な
い
人

生
活
の
向
上
は
選
挙
か
ら

推

進

協

議

会

を

結

成

姫
路
市
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
が

自
治
振
興
会
、
連
合
婦
人
会
、
小
中

学
校
連
合
育
友
会
、
青
年
団
協
議
会

老
人
会
連
合
会
の
五
団
体
で
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
け
が
れ
た
選
挙
か
ら
は

生
活
の
向
上
が
期
待
で
き
な
い
か
ら

平
素
か
ら
政
治
に
関
心
を
抱
き
、
不

断
に
政
治
学
習
を
し
て
選
挙
に
儲
え

る
と
と
も
に
、
選
挙
に
際
し
て
は
買

収
そ
の
他
の
法
令
上
の
規
制
に
反
し

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
進
ん
で
政

党
、
候
補
者
を
研
究
し
、
自
ら
候
補

者
を
選
ぴ
、
こ
ぞ

っ
て
選
挙
権
を
行

使
し
て
、
よ
り
よ
い
政
治
が
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
の

推
進
力
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
会

に
は
、
幹
事
(
各
団
体
の
会
長
、
副

会
長
)
委
員
(
各
団
体
の
校
区
の
会

長
)
推
進
員
(
町
や
支
部
の
代
表
者
)

が
お
か
れ
ま
す
が
、
正
、
副
会
長

に
は
、
幹
事
の
中
か
ら
つ
ま
の
方
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
会
長
、
安
平
康
(
自

治
振
興
会
長
)
副
会
長
、
星
住
や
寿
の

(
連
合
婦
人
会
長
)
長
谷
川
守
正
(
小

中
学
校
連
合
育
友
会
長
)
上
田
富
夫

(
青
年
団
協
議
会
長
)
川
島
恒
次
〈
老

人
会
連
合
会
長
)
ま
た
、
各
公
民
舘

長
が
参
与
と
し
て
、
常
時
活
動
の
中

心
に
な
っ
て
協
-
力
さ
れ
る
と
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

(
選
管
事
務
局
d

広報ひ めじ

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
も

兵
庫
県
瀬
戸
内
海
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
志
、
九

一
月
十
五
日
現
在
で
調
製
さ
れ
ま
す
。

4

こ
の
名
簿
は
有
権
者
の
申
請
に
基
づ

い
て
調
製
さ
れ
ま
す
か
ら
、
該
当
者

は
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
市
役
所
の
各
支
所
へ
、

C ? 

C 

定

価

・

一

部

二

円

印
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所
・
第
}
印
刷
株
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社

発
行
所
・
姫
路
市
本
町
姫
路
市
役
所

編
集
発
行
人
・
姫
路
市
秘

書

課

長
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